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■ 百貨店事業

○ 全店の概況

・ 7月に入り新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの新規感染が全国的に急拡大し、中旬以降、売上高の伸びは鈍化するも、阪急・阪神
両本店が牽引し、売上高は前年比2ｹﾀ増となった。

・ ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞを除く国内売上高の2019年対比は、都心店計で100％とｺﾛﾅ前と同水準の結果。中でも阪急・阪神両
本店の国内売上高はともに104％、阪神はｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞを含めた対比でも102％といずれも実績を上回った。

・ お中元ｷﾞﾌﾄ商戦累計では、昨年高伸したｲﾝﾀｰﾈｯﾄ受注は売上高前年対比100％と堅調も、7月に入り新型ｺﾛﾅ
ｳｲﾙｽの新規感染急拡大に伴い店頭での承りが苦戦し、合計で前年実績を下回る。商品別では、猛暑により
ﾋﾞｰﾙ・そうめん・涼菓・清涼飲料が健闘。

・ 6月にﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ特許を取得したﾘﾓｰﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ「Remo Order」が、支店での活用もさらに広がり、売上高
は前年比約3割増と好調。

○ 阪急本店の概況

・ 3年ぶりに、夏のｸﾘｱﾗﾝｽを1日から一斉ｽﾀｰﾄしたが、ｾｰﾙの勢いは限定的で大きな嵩上げにはいたらず。一方、

婦人・紳士ﾌｧｯｼｮﾝは定価商材の売上高が伸長し、中でもﾌﾞﾗｳｽや帽子、ｻﾝﾀﾞﾙ、ｻﾝｸﾞﾗｽ、ﾊﾟﾗｿﾙなど実需ｱｲﾃﾑ

の動きが良く、ｾｰﾙも含めて前年実績をｸﾘｱした。価格に関わらず「欲しいものを欲しい時に買う」消費ｽﾀｲﾙが

顕著。また、夏休みに向けたﾆｰｽﾞも本格化し、大型のｷｬﾘｰｹｰｽなどが好調。

・ ｶﾃｺﾞﾘｰでは、ﾓｰﾄﾞ、ﾗｸﾞｼﾞｭｱﾘｰﾌｧｯｼｮﾝやｱｸｾｻﾘｰ、ﾊﾞｯｸﾞ、宝飾品が好調を持続しており、100万円以上の高額品

の売上高は前年比3割増と高伸。

※過去1年間の売上高推移

■ 食品事業

※関西スーパーは参考数値です。
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※2022年3月期より「収益認識に関する会計基準」を適用して

おりますが、月次の売上速報および営業概況につきましては、

当該基準等適用前の取扱高で開示しております。

ておりますが、
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＜本件に関するお問い合わせ先＞
エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 広報部 TEL：０６-６３６７-３１８１

★数値は速報値のため、確報値とは誤差が生じることがあります。


